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本 論文の 目的は次の二点であ る。
一 つは、 リカ ー ドウの資本蓄積論を マル クス著 『資本論』第一巻、第七篇 「資本の蓄積過程 」
および第三巻、第三篇 仁利潤率の傾向的低下の法則」という、それぞれの理論的観点から分析 し、評価 す
ることであ り、 もう一つは、 この よ うな二つの理論的観点か ら取 り上げ られ、分析 された リカー
ドウの資本蓄積論 の うち、 と くに前者の面での発展を、 リカー ドウ派社会主義者 、 ジ ョージ ・ラ
タ
ムズ ィおよびA・E・ シ ェル ビュ リエな どに則 しなが ら、明 らか にす ることであ る。
なお、後者 の面での発展については、 リチ ャー ド・ジ ョー ンズ につ いてのみ、明 らかに した。




「リカ ー ドウの資本蓄 積論 とその発展」 とい う題名の もとで、同氏が実際上取 り扱つて いるの
は、 リカ ー ドウに始 ま って、1852年 に刊行 された ジ ョー ンズの 「政治経済学講義」(ハ ー ト
フォー ド,ヘ イ リーベ リ刊)あ るいは1862年 に刊行 された シェル ビュ リエの 「経 済学および
それの主 なる応用 の概説 」(パ リ刊)ま での推 移である。そ して この時期の間で実際上取 り上げ
られ た著述 家は、前 記3人 のほか,チ ャールズ ・ホール、、ピアスイ ー ・レイヴ ンス トー ン、ジ ョ
ージ ・ラムズイ、 お よび1821年 に 「ジ ョン ・ラッセル卿宛書翰 において政 治経済学 の原理 か
ら演繹 された国民的諸 困難 の原 因および救済 」(ロ ン ドン刊)と い うパ ンフレッ トを出版 した匿
名 の著述 家の4名 で ある。 これ らの著述 家の選定 は、マルクスの 「資本論 」、 「剰余価値学説史」
お よび 「賃金価格お よび利潤 」の諸著作や 、ア ン トン ・メ ンガ ー、H・S・ フ ォ ックスウエル 、
E・ ローウエ ンタール.堀 経 夫、水 田洋等 の諸氏の研究 に拠つた ものであ る。
ただ しこれ らの著述家た ちの学 説の全容が問題 に されてい るわ けではない。論文の題名のとおり、
「リカ ー一ドウの資本蓄積論 とその発 展」が問題 にされてい るだけであ る。大体 、資本主義的生産は、
それを資本 の再生産過 程 として観 察す ると、資本のいわ ゆる有機 的構成 の高度 化や、資本家と労働
者 との間 の関係 の変化な ど、 さもない場合 には認め られない特異 な性質 または側面を見せるもので
あ るが、 蛯原氏の研究の主題は、大体において この点に関す る学説の准移であ って、いわゆる価値論史、
地代論史等 々と並ぶ地位 を占め るものであ る。
大体 、マルクスは重農学派 や ス ミス、 リカ ー ドウ等 とい う先人 の業績 を及 ぶか ぎり精 密に研究
し摂取 して、その経 済学 の体 系 「資本 論」を書 き、資本 主義的生産全体 の姿を描 き出そ うと した
のであるが 、蛯原氏 の この研 究は、そのマル クスが 「資本論 」第1巻 の巻末 、再生産 に関す る部
分 において展開 してい る学説 が前記の著述 家た ちの手 においていかに準備 されて きたか、その跡
をたどろ うとした ものであ る。換言すれば、マル クスが上記 の個 所で展 開 してい る資本 主義的生
産 の諸性質 ない し諸側面 が前記 リカー ドウ以下の著述 家たちの手 もとでどのよ うに取 り扱われて
いるか、ど こまで明 らかに され、 どこで停 止あ るいは離 背 してい るかを問題 としてい るのであ る。
そこでまず第一 に蛯原氏 の論 じてい る リカー ドウであ るが 、 リカー ドウは、再生 産の過程をそ
の もの として考察 していず、 またその再生 産過程 の考察には重大な欠 陥ない し限度があ ったので
あ るが、 しか しいわゆる可変、不 変両 資本 部分 の再生産 および利 潤あ るいは剰余価値 の継続 的生
産 を明言 してい ること、 実現 された生 産手段 、労働 力の価値 がふ たたび生産過程 に入 り、再生産
が行 なわれ ること、資本関係 が再生産 され、また再生産 の中で資本 前貸 の仮象 が消滅 す ること、
新 しい資本 は収 入の中か ら成 立 し、 そ して収 入の中か ら成立 す るのであ るか ら消費の犠 牲 と禁欲
と財政 の緊縮 が必要 であ ること、利潤 または剰余価値 が大 きければ、大体 において新資本の形成
も前進を見 ること、 資本 蓄積 の進行 とともに階級 と階級 との相対 的地 位 も変化 す ること ・ こ
れ らの ことを明 らかに した ことが關明報告 されてい る。そのあ と リカー ドウに続 いては、いわゆ
.経2
る リカ ー ドウ派社会主義者の系統 に属す る著述 家た ちが取 り上 げ られ ている。彼 らは、リカードウ
とは異 なった、 そ して また彼 らの間相互で も各 々'相異 な った思想的背景を もっていたが、 しか し
資本主 義的生産 については リカー ドウの分 析を 出発点 とし、 リカ ー ドウを越えて資本 家 と労働者
との社会的関係 に 目を向 け、資本 関係 それ 自身 が労働者階級の貧困の原因であ ること等 を明 らか
に した ことが報告 されてい る。次いで ラムズ ィでは、 マルクネのいわゆる潜在的過剰人口の範疇 が明 ・
確 にされ、また資本の有機的構成の高度化を伴 う資本の蓄積が就業労働者の労働時間の延長や労働者の貧困
の増大を もた らす こと等 が、 シェル ビュ リエでは、資本の有機的構成の高度化によ って相対 的過
剰人口が生 み出 され、労 働者 生活 の安定 の欠如、婦人お よび児童労働の採用 とそれによ る労働者
の家庭 生活 の破 壊が生ず ること等 が、 そ して ジ ョーンズでは、資本構成の高度化に関連 した二 、
三 の 側 面 が 明 らかに されたほか、なお資本 関係 その ものの歴史的経過的性質が明 らかに された
こと等 が、關明報告 されてい る。
もっとも リカ ー ドウ以下 の各著述 家 とも、 た しか に如上の業績を もってはいたのであ るが、 し
か しこれ らの業績 に関連 し、あ るいはこれか ら離れて 、それぞれ不備欠 陥はあ ったのであ って、
蛯原氏 はこれ らの点 も指 摘 している。
結局 、蛯原氏 によれば、 リカ ー ドウ以下 のこれ らの著述家は、各人各様の学説を述べていたの
であ るが、その全体 は単 なる混沌 ではない。資本 の再生産 という現象の中 に認め られ るもろ もろ
の側 面が漸 次明 らかに され、 後年 マル クスによ って集大成 され る素材が準備 されて きた、一 直線
ではな くて㍉停滞 もあ り、'往々 後 退 もあ ったのであるが、 それを通 して リカ ー ドウの資本 蓄積 論の
継続 的発展 が見 られ た、 とい うのである。
蛯原氏 は、 この研究を 進iめるに当って、文献を精密 に捗猟 してい るとい ってよい。氏が取 り上
げ ている著述 家たちの著 作の中には、わが 国で は入手 し難い ものが少な くない。且つ リカー ドウ
および ジ ョーンズを 除けば、内外 ともあま り研究 の手の及んでいない著述家た ち で あ り、 ま た
リカ ー ドウおよび ジ ョーンズ につ いて も、氏 によって取 り上 げ られた問題は、一部を除けば比較
的に未 開拓 の ものであ った。 ともか く特異 な問題 のユニ ークかつ綿密 な研究で あると言 づてよい。
もちろん蛯原氏 の研究 に も、再検討 の余地 がある と考 え られ る もの も少 な くない。マル クス、
リカ ー ドウその他の著述 家の学説 の解釈な い し評価 には再検討の余地があ るものがあ る。 リカ ー
ドウ以下 の著述 家の選定 にも、今 日までの 研 究 史 の線 に沿 ってい るとはいえ、 この種の研究 の
性質上脱落 がないとはいえず、事実、一部 は蛯原氏 自身 も認めてい る。 またホ ール、 シェル ビュ
リエの地位 の評価 に も疑 問はあ りうる等。
しか しなが らこれ らを欠陥 と見 な して もなお、蛯原氏のこの研究は貴重な研究たることを失わない。
以上 審査 する ところによ って、本論文の提 出者 は、経済学博士の学位を授与 され るに十分な資
格 を もつ ものと認 め る。
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